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1は し が き

キュウリベと病は夏秋キュウリ栽培では6月 下旬に初発

がみられ,7月 に多発する。果実は発病 しないため ,葉が

多少発病 しても,被害が少ないように思われているが,ベ

と痢菌が生育や収量に及ぼす影響については十分に明らか

にされていない。そこで,昭和56年に3種類の農薬J晴ι、
べと病発生区と防除区を作り,生育 ,収量について比較検

討した。

2試 験 方 法

(1)供試条件

5月 12日播種 (6月 5日定植 )と 6月 1日播種 (直播 )

の2播種期について,べと病無防除区と防除区を比較した。

べと病無防除区は 7月 まで殺菌剤の散布を行わず,8月 5
日からうどんこ病防除のため,CG 121水 和剤 (4,000倍 )を

1週間間隔で散布した。防除区は 6月 26日 より1週間間隔

でCC l17(リ ドミル )水和剤 (3.000倍 )と ダコニール水

和剤(1,200倍 )を混合散布した。 8月 5日 からは1週間間

隔でCC l17(リ ドミル )水和剤 (3.000倍 )と CG 121水

和剤 〈4.000倍 )を混合散布した。試験規模は 1区 189イ

(18株 )である。

0)調査方法
発病調査 : 生育前期は主枝の展開葉の生葉について ,
摘芯後の 3月 19日以降は高さ05π ,lπ及び15れ に位置す

る生葉をそれぞれ50枚ずつ,発病程度を調査した。

Σ (程度別発病葉数X程度別指数 )

●)耕種概要
品種 : ときわ北星。栽培様式 : ネット支柱栽培, 1
本仕立て ,主枝が肩部に達したら怖芯,側枝は2節残して

摘芯, 8月 10日以降は放任。摘葉 : 黄化した葉を対象。

栽植距離 : 支柱幅 2ル ,支柱間隔15π ,株間06π。施

肥量 (元肥 ,″/α ): N15,P20527,K2015,堆 肥
400,炭 カル12

3 結

(l)発病推移
べと病の発病推移は表 1及び表 2に示 した。無防園区に

おける初発は5月 12日播種が 6月 ∞日に, 6月 1日播種が

7月 14日 に認められた。 5月 12日播種の場合, 7月 7日 に

急増したが,その後の発病は停滞し,中程度の発生となっ

た。 6月 1日播種の場合も発病葉率は60%を越えたが,発

病度は比較的低く推移した。無防除区は 9月 第 1半旬まで

べと病だけが発生し,防除区は 9月 第 1半旬までいずれの

病害も全く発生 しなかったので ,発病の影響を比較検討す

ることができた。

表 1 5月 12日播種におけるべと病の発生経過

注. *摘芯

12)生育に及ぼす影響

主枝の展開葉数を比較すると,表 1及 び表 2に示すよう

に,無防除区と防除区は同程度の葉数を示 し,発病の影響
は認められなかった。葉の大きさを比較すると無防除区の

葉幅は防除区より小さかった。5月 12日 播種の葉幅を葉位

果

調査葉数×4
X100

指数1 1葉 当たりの発病面積率 1～ 25%
″          2             ″          26-50%

″       3         ″       51-75%
″     4      ″     76%以 上

生育調査 : 主校展開葉 〈10rl■以上の葉幅を示す葉 )の

葉数及び葉幅について定期的に調査した。主枝の太さは 8

月 4日 に節間部を測定 した。

収量調査 : 5株 について,出荷規格の中心規格である
M級 (90～ 1207,20～ 22ぃ )に達 した果実を品質別に区
分した。品質区分はA(良果 ,曲がり程度は1 5cH以内 ),
3(曲 果 ,曲がり程度は 3 ca以 内 ), C〈 くず果,商品価
値のないもの )と した。

発病度=

発病程度

調 査

月 日

0電 日)

無 防 除 区 防  除  区
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葉数

彬 掬

べと病の発生
主枝
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(1狭ι/掬
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獅鮮
①
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発 病
葉 率
(%)
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35 0*
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0
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24 8
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35 0*

35 0。

350*
35 0拿
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調査

月 日

無 防 除 区 防 除  区

主枝

葉数

′析 /ハ

べと病の発生
主 枝

葉数

膨 篠

べと病の発生

獅鄭⑪
発病度 続鮮⑪

発病度

7 7
714
721
7 28

8  4

819
8 26

9  2

34
68
158
22 0

294
344*
34 4*

34 4ネ

0

37 7

36 7
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62 7

48 7

56 0

64 0

0

94
127
170
157

127
14 3

17 8

34
66
154
22 0

29 4

34 4ネ

34 4ネ

34 4*

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

表 2 6月 1日播種におけるべと病の発生経過

注_*摘芯

別に発病程度と対比させ比較すると(図 1),発病程度が大

きかった第 1葉
～
第 5葉の上位葉 ,すなわち第 6葉～第15

葉が35α～37“,比率で12～ 14%小さかった。発病程度
が小さかった第20葉 より上位葉では葉幅の差異は少なかっ

た。主枝の太さを比較すると,無防除区の方が防除区より

やや細くなったが,ほとんどの部位において,直径が 1回

以下の差異であり,明瞭な影響が認められなかった。

い)収量に及ぼす影響
無防除区と防除区の収量調査は 7月 下旬から,月上旬ま

で行ったが, 3月 23日 に台風の来襲で葉がもまれたので ,

収量比較は 8月 下旬までとし,表 3に示した。着果量 (表

3のA+B+C)を 比較すると,5月 12日播種の場合 ,収
穫前期で11%減少したが,発病度が20前後に推移する8月

中旬以降は累計で 4%少なかった。6月 1日播種の場合 ,
前期における減少は認められず ,後期において 7%少なか

った。実収量 (表 3の A+B)を比較すると, 5月 12日播
種の場合 ,収穫前期で15%前後の減少が認められたが,後

期の累計収量では 6%の減少を示した。 6月 1日播種の場

合,13%の減収であった。良果収量 (表 3の A)を比較す
ると:5月 12日播種の場合,収獲前期で20%,後湖で 7%
の減収を示した。 6月 1日播種の場合,20%の減収を示し
た。
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図 1

葉        位

葉の大きさに及ぼす影響 (5月 12日播種 )

表 収量に及ぼす影響

注 A:良果,B:曲果,C:く ず果

4 ま  と  め
キュウリベと病菌が生育収量に及ぼす影響について検討

した。中程度の発生では,展開葉数や主枝の大さには影響

は認められなかった。葉の生長は抑制され,葉幅で12～ 14

%の減少が認められた。着果量に対する影響は比較的小さ

いが,発病すると曲がり果力増 加し,結果的に実収量及び

良果収量が減少することが明らかになった。

播 種 期 試験区 品  質
累計収量 ( )及 び対防除区比 (

7月 下旬 8月 上旬 8月 中旬 8月 下旬

5月 12日

無防除区

A
A+B
A+B+C

48(86)
80 ( 83)

104 ( 88)

130(80)
204 ( 86)
266 ( 89)

254(93)
366(93)
480(96)

368(93)
514(94)
66 2 ( 96)

防 除 区

A
A+B
A+B+C

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)

6月 1日

無防除区

A
A+B
A tt B tt C

76(31)
11 2 ( 90)

140 (103)

(86)
( 94)

(102)

262(80)
360(87)
47 0 ( 93)

防 除 区

A
A tt B

A+B+C

(100)

(100)

(100)

1 (100)

(100)

(100)

(100)

(100)

(100)
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